
そ
ろ
そ
ろ
秋
風
が
冷
た
く
な
る
晩
秋
の
頃
、

10
月
31
日
（
月
）
に
「
い
も
煮
会
＆
誕
生
会
」

が
市
民
会
館
向
か
い
の
ウ
ッ
ド
デ
ッ
キ
に
組
合

員
39
人
が
集
ま
り
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

会
場
に
な
っ
た
元
荒
川
沿
い
の
デ
ッ
キ
に
は

吉
田
支
部
長
が
書
か
れ
た
年
金
者
組
合
の
横
断

幕
が
風
に
な
び
き
ま
し
た
。

当
日
の
午
前
９
時
に
は
市
民
会
館
の
調
理
室

に
今
回
の
幹
事
ら
が
集
合
し
て
調
理
に
取
り
掛

か
り
ま
す
。
今
回
の
料
理
は
吉
田
支
部
長
か
ら

「
宮
城
風
の
い
も
煮
」
を
作
る
よ
う
に
指
示
が

あ
り
ま
し
た
が
、
隣
の
県
の
山
形
風
「
い
も
煮
」

を
作
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

（
宮
城
風
い
も
煮
は
ト
ン
汁
と
間
違
え
る
た
め
）

そ
も
そ
も
「
い
も
煮
会
は
、
東
北
地
方
で
秋

の
収
穫
を
祝
う
地
元
の
行
事
で
す
、
そ
の
収
穫

の
お
祝
い
の
主
役
は
お
米
で
は
な
く
、
こ
の
時

期
に
ふ
ん
だ
ん
に
収
穫
さ
れ
る
新
鮮
な
「
里
芋
」

で
す
。

調
理
は
宮
城
出
身
の
伊
藤
書
記
次
長
の
指
示

の
元
、
調
理
に
駆
け
付
け
た
組
合
員
一
同
が
牛

肉
と
里
芋
な
ど
の
食
材
に
、
味
付
け
は
醤
油
と

そ
の
他
調
味
料
な
ど
と
格
闘
し
、
お
い
し
い
山

形
風
い
も
煮
が
出
来
上
が
り
ま
し
た
。

12
時
か
ら
は
全
員
で
「
い
も
煮
会
＆
誕
生
会
」

で
乾
杯
で
す
。
来
賓
と
し
て
、
越
谷
市
議
３
人

に
駆
け
つ
け
て
い
た
だ
き
ご
挨
拶
い
た
だ
き
ま

し
た
。
市
議
の
方
は
平
日
の
た
め
昼
食
時
間
に

公
務
を
抜
け
出
し
ス
ー
ツ
姿
で
駆
け
付
け
た
よ

う
で
す
。
39
名
参
加
者
は
「
山
形
風
い
も
煮
」

に
舌
鼓
を
打
ち
、
組
合
員
か
ら
い
た
だ
い
た
缶

ビ
ー
ル
や
日
本
酒
焼
酎
を
存
分
に
い
た
だ
き
ま

し
た
。

い
も
煮
会
で
は
、
参
加
し
た
組
合
員
各
自
の

近
況
な
ど
を
報
告
し
て
い
た
だ
き
、
２
か
月
ぶ

り
の
誕
生
会
を
楽
し
み
ま
し
た

宴
が

盛
り
上
が
っ
た
こ
ろ
吉
田
（
正
）
さ

ん
の
歌
唱
指
導
の
も
と
唱
歌
や
青
春
歌
謡
の
さ

わ
や
か
な
歌
声
が
元
荒
川
の
川
面
に
流
れ
ま
し

た
。今

回
の
誕
生
会
で
お
祝
い
さ
れ
た
人
は
次
の

方
々
で
す
。

（
写
真
右
よ
り
）

・
森
山
勝
司
様

・
阿
部
美
芳
様

・
大
喜
博
子
様

・
赤
松
雅
昌
様

差
し
入
れ
は
次
の

方
々
か
ら
い
た
だ
き
ま
し
た
。
（
順
不
同
、
敬

称
略
）

ビ
ー
ル
や
日
本
酒
な
ど
。

遊
馬
雅
之
・

小
暮
雅
朗
・

高
木
常
雄
・

吉
田
健

治
・

石
山
博
・

根
岸
正
治
・

森
山
久
子

野
菜
や
お
菓
子
、
サ
ラ
ダ
な
ど
。

川
原
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雪
・

飯
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裕
子
・

三
浦
ヒ
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・
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野
幸
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・
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と
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・
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テ
レ
ビ
で
は
連
日
、
米
大
統
領
に
当
選
し
た

ト
ラ
ン
プ
氏
の
動
向
な
ど
が
大
き
く
報
道
さ
れ

て
い
ま
す
が
、
「
年
金
改
革
関
連
法
案
」
に
つ

い
て
は
、
ほ
と
ん
ど
報
道
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
。

関
連
法
案
の
内
、
年
金
受
給
に
必
要
な
保
険

料
納
付
期
間
を
25
年
か
ら
10
年
に
短
縮
す
る
法

案
は
年
金
者
組
合
の
要
望
で
も
あ
り
、
全
会
派

一
致
で
成
立
し
ま
し
た
。
問
題
は
、
「
年
金
改

革
関
連
法
案
」
が
、
物
価
ま
た
は
労
働
者
の
賃

金
の
い
ず
れ
か
低
い
方
に
合
わ
せ
て
年
金
の
支

給
額
を
き
め
る
新
し
い
ル
ー
ル
を
導
入
し
よ
う

と
し
て
い
る
こ
と
で
す
。

こ
れ
ま
で
年
金
支
給
額
は
、
物
価
に
合
わ
せ

て
決
め
ら
れ
て
き
ま
し
た
。
物
価
が
上
が
れ
ば

年
金
も
上
げ
る
、
物
価
が
下
が
れ
ば
年
金
も
下

げ
る
と
い
う
考
え
方
で
す
。
た
だ
し
物
価
が
上

が
っ
て
も
、
賃
金
が
下
が
っ
た
場
合
は
、
変
更

し
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
今
回
の
改
定
は
物
価
が

上
が
っ
て
も
労
働
者
の
賃
金
が
下
が
れ
ば
、
年

金
額
も
賃
金
に
合
わ
せ
て
引
き
下
げ
る
ル
ー
ル

に
し
よ
う
と
し
て
い
ま
す
（
注
・
年
金
カ
ッ
ト

法
案
と
呼
称
）
。

厚
生
労
働
省
は
、
過
去
10
年
の
労
働
者
の
賃

金
動
向
で
年
金
の
支
給
額
を
試
算
し
、
10
月
17

日
に
公
表
し
ま
し
た
。
２
０
１
６
年
度
の
年
金

受
給
額
は
、
今
よ
り
３
％
減
る
と
い
う
試
算
結

果
で
す
。
民
進
党
は
「
３
％
で
は
な
く
５
％
も

下
が
る
」
と
主
張
し
て
い
ま
す
。
厚
生
年
金
の

人
の
場
合
、
夫
婦
で
平
均
し
て
約
７
千
円
減
り

ま
す
（
「
朝
日
新
聞
」
10
月
18
日
）
。

こ
の
年
金
の
抑
制
・
引
き
下
げ
ル
ー
ル
は

「
年
金
制
度
の
維
持
・
存
続
」
「
現
役
世
代
の

過
重
負
担
解
消
」
を
理
由
に
提
案
さ
れ
ま
し
た
。

年
金
者
組
合
は
反
対
の
取
り
組
み
を
し
て
い

ま
す(

２
面)

。

社
会
保
障
給
付
費
は
今
後
と

も
増
え
続
け
ま
す
。
２
０
１
４
年
の
給
付
費
総

額
は
１
１
５
兆
円
、
内
年
金
は
56
兆
円
で
約
半

分
を
占
め
ま
す
。
１
９
９
０
年
の
約
２
・
３
倍

で
す
。
み
ん
な
が
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
社
会
の

実
現
に
向
け
て
、
税
金
の
集
め
方
、
使
い
方
を

み
ん
な
で
話
し
合
い
、
国
民
の
合
意
を
つ
く
り
、

行
動
す
る
時
期
が
来
て
い
る
と
思
い
ま
す
。

年
金
者
組
合
の
出
番
で
す
。

(

吉
田
正
美)

安
心
し
て
暮
ら
せ
る
国
民
合
意
を

「
年
金
カ
ッ
ト
法
」
は
許
さ
な
い
！

山
形
風
「
イ
モ
煮
」
で
誕
生
会

次回の宣伝活動 １２月２１日（水曜日）１２時～１３時 南越谷駅南口
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